
令和3年度一般財団法人岐阜県消防協会事業計画

事業の概要

事 業 項 目 時期

Ⅰ 消防人材育成支援等事業
消防団の人材育成を支援し、地域防災力の強化に寄与する。
（補助対象事業）
① 訓練、研修、講演等人材育成事業
②消防団員の資格取得、外部研修への参加
③①を複数の団体で実施する場合は、補助限度額を引き上げる。

年 間

Ⅱ 消防思想の普及啓発に関する事業
１ 啓発宣伝事業
(1)少年消防クラブ運営指導協議会が主催する「火災予防作品募集
事業」など、関係団体が行う事業に対する後援、協賛。
(2)協会ホームページの運営
(3)火災予防思想及び防災思想の普及を図るため、日刊新聞等の特
集等に協賛。
２ 県消防操法大会
 消防団員に対する消防操法の普及と技術の向上を図るため、「消
防感謝祭」第７０回岐阜県消防操法大会を開催するとともに、  開催
地及び出場団に対し支援する。
開催地：中津川市
３ 全国消防操法大会
 日本消防協会主催の第２８回全国消防操法大会への参加。
開催地：千葉県市原市
４ 消防団活性化事業
(1)全国女性消防団員活性化大会
 第２６回全国女性消防団員活性化大会は徳島県徳島市で開催。
 全国の女性団員の活動と育成状況を情報交換し、本県の女性団員
育成につなげる。
(2)消防団加入促進事業
 減少傾向にある消防団員の加入を促進するため、消防団が実施す
る加入促進事業に対し、増加団員数及び新入団員数に応じた交付
金を支給する。

年 間

年 間
年 間

4.8.7

3.10.29

3.11.9 ～ 10

4.11.22

年 間

Ⅲ 消防関係の調査研究及び教養指導
１ 地方協会長研修会
 地方消防協会長等役員の先進地等視察研修の実施。
２ 顧問参与合同研修会
 顧問・参与と正副会長合同会議の開催。

3.10.21 ～ 22
3.7.16
3.11.2

Ⅳ 消防団員、消防職員及びその遺族に対する弔慰・救済
１ 慰霊祭事業
 消防業務の遂行にあたり殉職した消防職団員の御霊を鎮める慰霊
祭を警察互助会と合同で実施。（警察当番）
２ 弔慰救済事業
 消防職団員及び遺族に対する弔慰金、障害見舞金、香華料等の弔
慰救済。
３ 遺族会運営事業
(1)遺族会の運営
(2)全国慰霊祭への参加
４ 消防育英会事業
(1)殉職消防職団員の遺児に対する育英事業を支援する。
(2)東京の日本消防会館で開催される奨学生懇談会に参加する。

3.5.20

年 間

3.9.9

年 間
未定

Ⅴ 消防関係の功労偉積の表彰
１ 定例表彰事業
(1)岐阜県消防定例表彰式を開催
(2)日本消防協会主催の表彰式典への参加
２ 叙勲褒章祝賀会開催事業
 叙勲・褒章受章者の功労を称える祝賀会の開催。

3.11.3
4.3.4

3.6.



Ⅵ 消防職員及び消防団員の福利厚生に関する事業
１ 共済事務事業
 日本消防協会が実施する福祉共済事業、消防互助年金制度等へ
の加入促進。
２ 福祉増進事業
(1)地方消防協会に健康器具・体力練成器具を配布し、健康維持・体
力練成の推進
(2)消防団応援事業所制度（従来の消防団員優待事業の拡充）
 県内の全消防団員（水防団員）に対して、割引等の優遇対策を通じ
て地域で消防団を応援する気運を高めるため、「ありがとね！消防
団水防団応援事業所制度」を実施。

年 間

年 間

年 間

会議

事 業 項 目 時期

１ 理事会費
 理事会の開催
 
 
２ 評議員会・代議員会
 評議員・代議員会の開催
 
 
３ 諸会議費
(1)協会監査の実施
(2)地方消防協会事務局長会議
(3)中部７県消防協会長会議（富山県、愛知県）

(4)日本消防協会役員会議への出席
 
(5)消防操法大会の運営の在り方に関する検討委員会の開催

3.6.3
3.9.17
4.3.8

3.6.24
3.10.21
4.3.23

3.6.3
3.4.12
3.11.
4.2
3.6.17
4.3.4

随時

事業の概要（福祉共済特別会計）

事 業 項 目 時期

１ 共済掛金
(1)福祉共済掛金の日本消防協会への払込
(2)婦人消防隊員等福祉共済掛金の日本消防協会への払込
 
２ 共済金
 加入者が事故又は疾病により一定の障害があったとき、又は入院し
たとき共済金の給付。（死亡、重度障害時の共済金及び弔慰救済金
は日本消防協会から直接加入者に給付）
 
３ 返戻金
 保証期間毎に収支計算を行い、収支差額が発生したときは、払込
掛金に応じた金額の返戻。
 
４ 市町村交付金
 加入消防団事務局への事務費の交付。

年 間
年 間

年 間

年 間

年 間


